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序　　文

京都には数多くの有形無形の文化財が今も生き続けています。それら各々の歴史は長

く多岐にわたり、京都の文化の重厚さを物語っています。こうした中、地中に埋もれた

文化財（遺跡）は今は失われた京都の姿を浮かび上がらせてくれます。それは、平安京

建設以来1 2 0 0年以上にわたる都市の営みやその周りに広がる姿をも再現してくれます。

一つ一つの発掘調査からわかってくる事実もさることながら、その積み重ねによってよ

り広範囲な地域の動向も理解できることにつながります。

財団法人京都市埋蔵文化財研究所は、こうした成果を現地説明会や写真展、考古資料

館での展示、ホームページでの情報発信などを通じて広く公開することで市民の皆様へ

京都の歴史像をより実態的に理解していただけるよう取り組んでいます。また、小学校

などでの地域学習ヘの成果の活用も、遺物の展示や体験授業を通じて実施しています。

今後、さらに埋蔵文化財の発掘調査成果の活用をはかっていきたいと願っています。

研究所では、平成1 3年度より一つ一つの発掘調査について報告書を発刊し、その成果

を公開しています。調査面積が十数平米から、数千平米におよぶ大規模調査までありま

すが、こうした報告書の積み重ねによって各地域の歴史がより広く深く理解できること

となります。

このたび集合住宅建設工事に伴います平安京跡の発掘調査成果を報告いたします。本

報告書の内容につきましてお気付きのことがございましたら、ご教示たまわりますよう

お願い申し上げます。

末尾ではありますが、当調査に際して御協力と御支援をたまわりました多くの関係者

各位に厚くお礼と感謝を申し上げる次第です。

平成16年３月

財団法人　京都市埋蔵文化財研究所

所　長　　　川　上　　　貢
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平安京左京八条四坊七町跡

１．調査経過

本調査は、京都市都市計画局による集合住宅建設工事に伴う発掘調査である。調査地は塩小路

通高倉の北東角に位置し、平安京左京八条四坊七町跡に該当する。しかし、平安時代の居住者は

知られていない。ただし当地南の四坊六町には平安時代後期に権中納言藤原顕頼の御堂が存在し、

四坊五町にあたる高倉八条には太政大臣藤原実行の邸宅が在ったとされている。また西側の八条

三坊一帯は、平安時代末から鎌倉時代にかけて八条院 子内親王を領主とする「八条院町」と称

される地域であった。中世を経て桃山時代には近接する高倉通に「御土居」が設けられ、当地は

洛外となった。

調査地では2 0 0 2年６月３日から６月2 4日にかけて試掘調査を行い、中世の遺構・遺物の残存状

況を確認した。また氾濫堆積である砂礫層から縄文時代の石器を検出している。さらに江戸時代

から明治時代まで機能していた旧高瀬川の南西方向の流れの北肩部を確認した。それらの成果を

もとに、発掘調査を2 0 0 3年９月から2 0 0 3年1 2月まで行った。調査区の設定に際しては、計画建

物の範囲に合わせて、やや変則ではあるがＬ字型とした。機械掘削は地表下約１mの江戸時代に

あたる第１面近くまでとし、以下を人力で順次掘り下げ調査を進めた。また砂礫層の堆積が厚い

ことから、安全面に留意し、調査区の周壁を安定した状態で確保するため、地表下約１ｍで壁沿

いに幅約１ｍの控えを設け、脆弱な堆積土に対応した。また第２面の調査においては、南西部で
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図１　調査位置図（１：5,000）



検出した遺構がさらに調査区外の西に延びることが判明したことから、一部西側に拡張した。

調査の結果、平安時代後期から鎌倉時代を中心に遺構・遺物を検出した。また旧高瀬川の両肩

部も確認した。江戸時代の遺構面・整地層以下は氾濫による洪水層により著しく浸食を受けてい

たが、第２・３面のいずれも砂礫面で平安時代後期から鎌倉時代の遺構を検出することができた。

今回の調査で平安時代後期から鎌倉時代の遺構が砂礫層面で検出できたことは、当地域は鴨川か

らの洪水氾濫の影響を受けながらも、当該期は土地利用が行われていたことが明らかになった。

－2－

図４　基本層位図（調査区西壁、１：40）

図２　調査前全景（南西から） 図３　調査風景



２．遺　　構

（１）層　序（図４）

調査区の基本層序は、まず地表下1.0mまでが現代の盛土層で、直下に近代から現代の耕作土層、

近代の整地層である第４層黒褐色砂泥層・第７層褐灰色砂泥層がみられる。第1 2層以下は地表下

3.2ⅿ（標高25.1m）までは砂礫層が厚く堆積するが、その下は砂層とシルト層の互層である。

調査では、砂礫層を第１面から第３面の３段階に分けて行った。第１面は地表下1 . 5 mに堆積す

る第1 2層黄灰色砂礫層と第1 3層灰黄褐色砂礫層の上面、第２面は地表下2 . 3 mで第2 7層褐色砂礫

層上面、第３面は地表下2 . 5 mで第3 0層淡褐色砂礫層と第3 1層淡黒色砂礫層上面とした。遺構面の

時期は第１面が江戸時代、第２面は鎌倉時代、第３面は平安時代後期である。

（２）遺構の概要

検出した遺構は、第１面1 5基、第２面2 0 3基、第３面6 4基、総計は2 8 2基である。遺構の時期

は平安時代後期から江戸時代まであるが、鎌倉時代の遺構が大半を占める。

第１面では江戸時代の遺構を検出した。遺構にはピット、土壙、溝、川などがある。とくに調

査区南半部で検出した溝S D５は北東から南西にかけて流れる川跡で、現在も調査地の東に流れる

高瀬川の旧流路とみられる。また川の北側ではゴミ廃棄用の穴とみられる土壙も検出している。

第２面では鎌倉時代の遺構を多数検出した。遺構は調査区北側の西半部に集中していた。その

ため西側を拡張し、さらに新たな遺構を検出した。柱穴と土壙が多くを占めるが、柱穴について

はまとまらず、建物の復元には至っていない。土壙のなかには形状や遺物の出土状態などから土

壙墓とみられるものもあったが、氾濫による洪水層の影響で窪みに砂礫・粘土ブロックが溜まっ

たものもみられた。井戸は４基検出したが、その内２基は洪水層により上部が壊され、基底部の

みが残存していた。

第３面では平安時代後期のピット、土壙、溝を検出した。土壙、溝は北側の西半部で少数検出

したが、遺構の大半は杭跡とみられるピット群であった。

以下に第１面から第３面で検出した主要な遺構について概述する。

－3－

表１　遺構概要表
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図５　第１面遺構平面図（１：150）



（３）第１面の検出遺構（図５・６、図版１）

土壙S K３ 調査区南半部で検出した土壙である。規模は東西1 . 7 m、南北2 . 0 mのやや楕円形で

ある。深さ0.28m。埋土は褐灰色砂泥。

土壙S K４ 調査区南半部で、S K３に東接して検出した土壙である。規模は東西2 . 5 m、南北

2.8mの楕円形である。深さは0.6m。埋土は褐色砂泥。

土壙S K７ S K３・４に切られた土壙である。規模は東西1 . 4 m以上、南北2 . 3 m以上で、深さは

0.3mである。埋土は褐色砂泥。

溝S D５（図６） 調査区南半部で現代盛土下0 . 6ⅿで検出した旧高瀬川である。南肩部は南端部

の壁面にかかる状態で検出した。全体の規模は東壁面での検出状況から、川幅は当初8 . 9ⅿで、深

さは2.2ⅿ、溝底は東端で標高26.5m、西端で標高26.3mで、北東から南西方向に緩やかに流れる。

総延長約1 7ⅿにわたり検出した。肩口は板材と杭で護岸され、南側は石垣が残存する。改修後は

幅6 . 0ⅿと縮小され、両肩部とも杭と板材で護岸される。出土遺物は改修後の埋土から多量に出土

しており、陶磁器・染付などの日常雑器、下駄・曲物などの木製品、人形・泥面子などの土製品、

鍋・釘などの鉄製品などの生活用品がある。

溝S D 1 0 調査区の北端で検出した東西方向の溝で、延長７ⅿを検出した。規模は幅0 . 3～0 . 5 m

で、深さ0 . 1ⅿである。埋土は褐色砂泥。溝の北肩部に杭が密に規則性なく並び、杭の大きさも不

揃いであった。溝底は東端で標高2 7 . 3ⅿ、西端で標高2 7 . 2ⅿを測り、東から西へ緩やかに流れて

いたことを示している。埋土は褐灰色砂泥。

（４）第２面の検出遺構（図７～10、図版２）

土壙SK105（図８） 調査区の西半部で検出した土壙である。北辺と南側は他の遺構に切られて

いた。規模は長辺が1 . 2ⅿ、短辺が0 . 6ⅿ、深さ0 . 1 5ⅿの方形土壙である。土壙の方位は東に約

4 0°振れる。埋土は黒褐色砂泥。埋土の上面には、長さ0 . 3～0 . 5 mのやや角張った礫と土師器皿、

－5－

図６　SD５東壁断面図（１：80）
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図７　第２面遺構平面図（1：150）



瓦器鍋・釜、輸入陶磁器な

どが特にまとまることなく

散在していた。土壙底面に

は薄い炭化物が広がる。ま

た土器以外に鉄釘も出土し

ており、土壙の形状、遺物

の出土状態からも木棺墓の

可能性が考えられる。

土壙S K 1 4 5 調査区の北

半部で検出した土壙である。

西肩の一部が調査区外に延

びる。東西1 . 6ⅿ以上、南北

2 . 1ⅿの楕円形で、深さが

0 . 1ⅿである。埋土は褐灰色

砂泥。土壙内からは土師器、

瓦器、輸入陶磁器、鉄釘などとともに宋銭「嘉祐元寳」が出土している。

土壙S K 2 1 6 調査区の南東端で検出した土壙である。規模は東西3 . 3ⅿ以上、南北2 . 5ⅿ、深さ

0 . 4ⅿの不定形で、調査区の東外に延びる。埋土は褐灰色砂泥。土壙内からは土師器、瓦器、坩堝

などが出土している。

土壙S K 1 7 6 調査区の西端部で検出した土壙である。東西0 . 4ⅿ以上、南北1 . 2ⅿ、深さ0 . 2ⅿの

不定形で、西半分は調査区外に延びる。埋土は灰黄褐色砂泥。土壙内から土師器、須恵器、瓦器、

輸入陶磁器などとともに宋銭「嘉祐元寳」が出土している。

土壙S K 2 5 5 調査区の北半部で検出した土

壙である。東西0 . 8ⅿ、南北1 . 6ⅿ、深さは0 . 1

ⅿの不定形である。埋土は暗褐色砂泥。土壙

内からは土師器、石鍋とともに宋銭「景徳元

寳」・「天聖元寳」の２枚が出土している。

溝S D 2 1 8 調査区の南端で検出した溝であ

る。方向は北東から南西にかけてで、規模は

幅１ⅿ、深さ0 . 2ⅿ。延長約６ⅿ検出した。埋

土は褐灰色粗砂。北東はS K 2 1 6に切られるが、

南西は調査区外に延びる。

井戸S E 6 6 調査区の北端で検出した円形の

素掘り井戸である。規模は径1 . 1ⅿ、深さ 1 . 6

ⅿである。埋土は２層に分かれ、上層が褐灰

－7－

図８　SK105実測図（1：20）

図９　SE151実測図（1：20）



色泥土、下層は褐灰色混礫泥土。下層から

は土師器皿、瓦器鍋とともに宋銭「嘉祐元

寳」が出土している。

井戸S E 9 7 調査区の南半部にあたり、南

辺はS D５に切られていた円形の素掘り井戸

である。規模は径1 . 4ⅿ、深さ1 . 0ⅿである。

埋土は２層に分かれ、上層は褐灰色泥土、

下層は褐灰色混礫泥土層である。下層から

は土師器皿が出土した。

井戸SE151（図９、図版２） 調査区の北

半部で検出した井戸である。井戸側は洪水

による砂礫層により破壊されていたが、井

戸内の最底部に水溜用として埋設された曲

物が残存していた。曲物は底面にほぼ接し

て、径0 . 4 5ⅿ、厚さ0 . 0 5ⅿであった。残存

状態から掘形は南北0.6m、東西0.55mの方形で、深さが0.7m。埋土は中礫を含む黒褐色砂泥。

井戸S E 1 5 8（図1 0、図版２） 調査区の西端で検出した方形の井戸である。上部のほとんどが

S E 1 5 1と同様に、洪水による砂礫層に破壊されていた。また東半部はS K 1 0 5に切られていた。残

存状態から掘形は一辺約1 . 1ⅿの隅丸方形、深さ0 . 4 5ⅿである。井戸枠は方形縦板組であったとみ

られ、底部に最下段の横桟が残存していた。復元すると一辺が南北0 . 8ⅿ、東西0 . 7 mの井戸枠と

なる。埋土はにぶい黄褐色砂泥。井戸内から完形の土師器皿、木箸が出土した。

（５）第３面の検出遺構（図11、図版３）

土壙S K 2 2 3 調査区西半部で検出した土壙である。規模は東西1 . 1ⅿ、南北1 . 3ⅿ、深さ0 . 4ⅿの

不定形である。埋土は褐色砂泥。

土壙S K 2 5 0 S K 2 2 3に北接して検出した土壙である。規模は東西1 . 7ⅿ、南北1 . 7ⅿ、深さ0 . 1ⅿ

で、やや方形に近い。埋土は灰黄褐色泥土で炭を多く含む。

土壙S K 2 6 7 調査区西端部で検出した土壙である。規模は東西0 . 8ⅿ以上、南北1 . 5ⅿ以上、深

さ0.1ⅿで、調査区の西外に延びる。埋土は暗褐色砂泥。

溝S D 2 4 1 調査区西半部で検出した北東から南西方向の溝である。規模は幅0 . 6ⅿ、深さ0 . 1ⅿ、

埋土は黄褐色泥土。北側は削平を受け、南はSK267に切られる。

溝S D 2 6 6 S D 2 4 1の南で検出した北東から南西方向の溝である。規模は幅0 . 6ⅿ、深さ0 . 1ⅿ、

埋土は黄褐色泥土。北側はSK223に切られるが、南側は調査区外に延びる。

杭跡 北東から南西方向に並ぶ杭跡が２群あり、北群は2 0基、南群は2 2基の総数4 2基を検出し

た。杭跡の規模は径0.2～0.3mで、深さは0.2～0.4mである。
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図10 SE158実測図（1：20）
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図11 第３面遺構平面図（1：150）



３．遺　　物

（１）遺物の概要

出土遺物は整理箱で7 4箱ある。遺物は縄文時代から江戸時代までのものがある。時期別にみる

と鎌倉時代の遺物が多くを占め、次いで江戸時代の遺物が多く出土している。遺物には土器類、

瓦類、金属製品、木製品、石製品、土製品などがある。器種別には土器類が最も多い。以下、第

１面から第３面で検出した主要な遺構からの出土遺物と、遺物包含層（主に砂礫層）からの出土

遺物、また出土銭貨についても概述する。

（２）第１面の出土遺物（図12、図版４）

溝SD５（１～25）

出土した遺物は整理箱で８箱あり、土器類が多くを占める。土器類には土師器皿、焼塩壷身・

蓋、染付、唐津・瀬戸・美濃・京焼などの陶磁器類、泥面子・人形などの土製品、下駄・曲物な

どの木製品、煙管・釘・鉄鍋・銭貨などの金属製品等の生活用品が多岐にわたり出土した。その

内で図示できるものについて図12に示した。

土師器には皿類（１～６）、小壷（７）、焼塩壷蓋（８）、焼塩壷身（９・1 0）がある。皿類は小

型皿が５・６で口径8 . 0㎝、中型皿は１～３で口径8 . 6～1 0 . 2㎝、大型皿は４で口径1 2㎝に分けら

れる。いずれも1 8世紀後半にあたるXIII期中に比定される
　１）

。小壷７は口径3 . 0㎝、高さ2 . 0㎝。焼塩

壷身９・1 0は、刻印は認められないが堺系とみられる。９は口径6 . 6㎝、高さ７㎝。８は焼塩壷の
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表２　遺物概要表

※　コンテナ箱数の合計は、整理後、Ａランクの遺物を抽出したため、出土時より２箱多くなっている。



蓋で、口径6.6㎝である。

施釉陶器には（1 1～1 4）がある。1 1・1 2はいずれも内面に灰釉を施した京・信楽系の灯明皿で

ある。1 1は口径3 . 6㎝、1 2は口径3 . 4㎝。1 3は軟質施釉陶器の灯明皿である。回転台成形で、底部

は回転糸切り。口径7 . 2㎝で内面の見込みに圏線が巡る。また内面には透明釉が施され、中央に鉄

絵で簡略化された宝珠文が描かれている。京都大学構内遺跡の出土例から1 9世紀代と考えられて

いる
　２）

。14は京・信楽系の灰釉陶器の蓋で、宝珠型のつまみをした蓋である。

焼締陶器には鉢（1 5）と擂鉢（1 6）がある。1 5は堺焼の鉢底部で、外面には「さふ」と墨書が

施されている。16は堺・明石系の擂鉢で、内面の擂り目は細かい。口径34㎝。

土製品には泥面子（1 7～1 9）、独楽（2 0）、ミニチュア釜の蓋（2 1）がある。1 7・1 8はいずれ

も径3.4㎝であるが、19は径６㎝の大型品である。

石製の硯（22）は幅7.8㎝、長さ4.3㎝以上の方形板材に硯面と縁が加工されている。

鉄製品（2 3）は全体がほぼ完存している。浅い鍋状の口縁の一端に注口状のものを設ける。そ

の内部下に楕円形の凹部を鍛造し、外面底部に板状の把手がほぼ中央部に付く。外面底部に２箇

所に突起状の足を配置している。内面に炭化物が付着していることから、灯火具の可能性が高い。

木製品には差し歯下駄（2 4）がある。隅丸長方形の板材に鼻緒孔３箇所を穿つ。前壷左側に指

圧痕が残る。歯は欠落している。

土壙SK４（25～34）

土壙内から出土した遺物は整理箱で９箱あり、土器類が多くを占める。土器類には土師器、染

付、唐津・瀬戸・美濃・京焼などの陶磁器類、坩堝も出土している。

土師器には皿類（2 5～2 7）、鉢（2 8）、蓋（2 9）、小壷（3 0）、焼塩壷蓋（3 1）、焼塩壷身（3 2）

がある。皿類は小型皿が2 5で口径6 . 4㎝、中型皿が2 6で口径7 . 6㎝、大型皿が2 7で口径9 . 6㎝に分

けられる。いずれも1 8世紀末～1 9世紀前半にあたるXIII期新に比定される。2 8はロクロ成形の小型

鉢である。口径8 . 6㎝、高さ2 . 9㎝。2 9は蓋で口径1 1 . 2㎝、高さ5 . 3㎝で半球形状を呈する。内面に

は指押さえの圧痕が明瞭に残る。3 0は小壷で、口径が1 . 0㎝と７よりは小型である。3 2は内面に

ハケ目調整が密に施されている焼塩壷身で、口径6.4㎝、高さ6.5㎝。31はその蓋で口径6.6㎝。

陶器には信楽焼の植木鉢（3 3）がある。底部中央が穿孔され、外面には緑灰色の釉が施されて

いる。また底部外面には「イロハ」とみられる墨書が施されている。

坩堝（3 4）は外面全面に銅宰が付着。内面は剥離し黒く変色している。径が1 6 . 6㎝、高さ2 1 . 3

㎝の大型品である。

（３）第２面の出土遺物（図13、図版５）

土壙SK105（35～49）

土壙内から土師器、須恵器、瓦器、焼締陶器、輸入陶磁器、鉄釘が出土している。なかでも瓦

器鍋・羽釜が多い。実測可能な土器については図13で示した。

土師器には皿類（3 5～3 9）と羽釜（4 0）がある。皿類は小型皿が3 5・3 6でいずれも口径８㎝、
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図12 第１面出土遺物実測図（１：４）



中型皿は3 7で口径1 2㎝、大型皿は3 8・3 9で口径1 4 . 2㎝・1 5 . 4㎝に分けられる。これらの土師器皿

は1 3世紀後半～1 4世紀前半にあたるⅥ期中～Ⅶ期古に比定される。4 0はミニチュアの羽釜の完形

品である。口径7.4㎝、高さ2.7㎝。

焼締陶器には常滑焼の甕（4 1）がある。口径は推定で4 6㎝、端部は上方に立ち上がり、そのま

ま収める。12世紀末～13世紀前半の製品で混入品と思われる。

輸入陶磁器には白磁椀（4 2）と青磁椀（4 3）がある。白磁椀は口縁端部が肥厚する華南産の製

品である。残存する口縁部から口径は1 6㎝。青磁椀は蓮弁を配置した龍泉窯系の製品である。残

存する口縁部から口径は16.6㎝。

瓦器には羽釜（4 4・4 5）、鍋（4 6～4 9）がある。4 4・4 5は羽釜で4 4は口径2 2㎝、4 5は口径

2 0 . 4㎝で、いずれも口縁部が内傾している。4 5は鍔がやや上方斜めに延び3 . 5㎝と長い。鍋は口径

が3 1 . 2～3 2㎝の大型のもの4 8・4 9と、口径2 5㎝の中型のもの4 7、口径2 1 . 6㎝の小型のもの4 6が

ある。いずれも受け部は「く」字形を呈する。体部外面はオサエ調整、体部内面は4 6・4 7はハケ

目調整が明瞭に残る。

土壙SK216（63～71）

土壙内から土師器、須恵器、瓦器、焼締陶器、輸入陶磁器、瓦が出土した。

土師器には皿類（6 8～6 8）と鉢（6 9）がある。皿類は小型皿が6 3～6 6で口径7 . 8～9 . 8㎝で、中

型皿は6 7・6 8で口径1 2㎝である。これらの土師器皿は1 3世紀後半～1 4世紀前半にあたるⅥ期中

～Ⅶ期古に比定される。鉢6 9は大きく開く体部をもつ。外面には粘土紐の輪積みの痕跡が明瞭に

残る。口径は13㎝。

瓦器椀（70）は内外面共に磨滅している。口径は15㎝。

坩堝（7 1）は口径1 0㎝で、器壁が厚く半球形を呈する。内外面ともに剥離しているが、外面に

はナデ調整の痕跡がみられる。

井戸SE66（52～62）

井戸内からは土師器、須恵器、灰釉陶器、瓦器、焼締陶器、輸入陶磁器が出土している。

土師器には皿類（5 2～6 1）がある。小型皿は5 2～5 7で口径８～９㎝、中型皿は5 8で口径1 2㎝、

大型皿は5 9～6 1で口径1 4～1 5㎝である。これらの土師器皿は1 3世紀後半～1 4世紀前半にあたる

Ⅵ期中～Ⅶ期古に比定される。

瓦器鍋（62）は口径が19㎝の小型鍋で、受け部は内弯気味に収める。

井戸SE97（51）

井戸内から土師器皿、須恵器甕が出土した。

土師器皿（5 1）は口径1 3 . 4㎝で、やや大型の皿である。1 3世紀後半にあたるⅥ期中に比定され

る。

井戸SE158（50）

木枠内の底から完形の土師器皿と木製箸が出土した。土師器皿（5 0）は口径8 . 5㎝の小型皿であ

る。13世紀末にあたるⅥ期新に比定される。
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図13 第２面出土遺物実測図（１：４）



（４）遺物包含層の出土遺物（図14・15、図版６）

褐色砂礫層（72～83）

第２面を形成している褐色砂礫層からは土師器、須恵器、輸入陶磁器、軒瓦、石製品などが出

土した。砂礫層から出土した遺物は、洪水の影響による磨滅は認められなかった。

土師器には皿類（7 2～7 6）がある。7 2は小型皿で口径９㎝、7 5は中型皿で口径1 2㎝、7 3・

7 4・7 6は大型皿で口径1 3 . 6～1 4 . 8㎝である。7 2～7 5は1 2世紀末～1 3世紀後半にあたるⅥ期古～

Ⅶ期古に比定される。、76は古く、10世紀後半にあたるⅢ期中に比定される。

須恵器には椀（7 7）と杯蓋（8 2・8 3）がある。7 7は口径1 7㎝、高さ4 . 5㎝。底部は糸切りで平

坦な輪高台を貼り付けている。8 2は口径1 2㎝、高さは4 . 0㎝。天井部は平坦で稜線はやや丸味を

おび、大きく突出する。天井部の外面は時計回りの回転ヘラ削り、内面は横ナデ調整を施す。陶

邑編年の時期区分から、５世紀後半～６世紀前半にあたるT K 2 3型式～T K 4 7型式に比定される
　３）

。

8 3は口径1 3㎝、高さは4 . 3㎝。天井部は平坦で稜線は斜め下方に鋭く突出する。天井部外面は時

計回りの回転ヘラケズリ後、カキ目調整を施す。内面はナデ調整を施す。時期は8 2よりは古く５

世紀中頃～後半にあたるON46型式に比定される。

輸入陶磁器は白磁椀（7 8）と華南三彩陶器鉢（7 9）がある。白磁椀は口径1 6 . 6㎝で白色の釉が
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図14 褐色砂礫層出土遺物実測図（１：４）



全面にかかる。三彩陶器鉢は口径2 3 . 6㎝、高さは６㎝ある。口

縁部は外反し端部はやや玉縁状。底部は平底である。外面上半

から内面にかけて緑釉が施されている。内面底部には花文が線

刻され褐釉が施されている
　４）

。

軒瓦は特殊な形態の軒平瓦（8 0）がある。瓦当面の形状は

端部の反りが少なく直線的である。平瓦部は欠損しているが接

合部の痕跡はみられる。文様は中心に半截花文を置き、左右に

巴文を２つ配置する。類似した製品が六勝寺で出土している
　５）

。

石製品（ 8 1）は板状の緑泥片岩のほぼ中央部に円形面が造

り出されている。面上には研磨痕が残る。研磨痕は円形外の上

方に達している。円周縁には窪みが巡る。縁辺部３辺は面取りされ、自然石の形状を活かし変則

の七角形を呈する。用途は不明であるが石硯の可能性が高い。

黒色砂礫層（84～87）

最下層にあたる鉄分を多量に含む砂礫層から、石器（84・87）、石材とみられる剥片（85・86）、

縄文土器片数点が出土した。8 4はチャート製の打製石鏃片とみられ、長さは2 . 3㎝残存している。

8 7は木葉形に薄くつくられた尖頭器の先端部である。長さは５㎝以上、幅2 . 6㎝である。サヌカイ

ト製。8 5はチャートの剥片である。一部に加工痕がみられるが、長さ4 . 6㎝で先端が尖る。幅4 . 1

㎝、厚さ2.0㎝と厚い。86はサヌカイトの剥片で、長さ７㎝の不定形。幅4.5㎝、厚さ１㎝。

（５）出土銭貨（図16）

出土した銭貨は1 6枚であった。銭貨の大半は緑青により判読が困難であった。緑青の除去作業

の結果、判読可能なものにつき拓影し、図16に示した。出土銭貨は北宋銭がほとんどである。

8 8は「景徳元寳」。初鋳年は景徳２年（1 0 0 5）。書体は楷書。裏面は無銘である。斜め上方の一

部が欠損している。径2 . 3㎝。8 9は「天聖元寳」。初鋳年は天聖元年（1 0 2 3）。書体は楷書。裏面

は無銘である。ほぼ完形で径は2 . 4㎝。8 8・8 9ともに第２面土壙S K 2 5 5から出土。9 0・9 1は「嘉

祐元寳」。初鋳年は嘉祐年間（1 0 5 6～6 3）。いずれも裏面は無銘。9 0の書体は楷書。斜め上方と下

半の一部が欠損している。径2 . 3㎝。第２面土壙S K 1 7 6から出土。9 1の書体は篆書。下半の一部

が欠損している。径2 . 4㎝。第２面土壙S K 1 4 5から出土。 9 2は

「紹聖元寳」。初鋳年は紹聖元年（1094）。書体は篆書。径2.3㎝。

元と寳の一部が欠損している。中央の方孔も下辺が欠損。褐色

砂礫層から出土。

9 3は「寛永通寳」である。形状は径2 . 3㎝の円形で、中央には

方孔が穿たれている。裏面は無銘で無文。いわゆる「新寛永」

で３期にあたる
　６）

。第１面溝SD５から出土。

－16－

図16 銭貨拓影（１：２）

図15 黒色砂礫層出土石器実測図
（１：４）



４．ま と め

今回の調査では各砂礫層上面に平安時代後期から江戸時代の遺構が残存することが判明した。

砂礫層は第１面（江戸時代）以下に厚く堆積しており、第２面（鎌倉時代）、第３面（平安時代）

に遺構が残存する。以下に判明した成果を概観しておく。

第１面で検出したS D５は江戸時代に開削された高瀬川である。高瀬川は慶長1 6年（1 6 1 1）に、

角倉了以とその子素庵により開かれた、京と伏見間の物資輸送に利用された運河である。大正４

年（1 9 1 5）に改修が行われて、現在の位置に付け替えられ運河としての機能を失い、大正９年

（1 9 2 0）には廃止されている
　７）

。今回の調査で検出したS D５は、大正４年に現在の位置に改修され

る以前の旧高瀬川の一部である。寛永十四年の絵図では北東からの流れがそのまま南西方向に延

びている様子が図示してある
　８）

。S D５から出土した内面に鉄絵で宝珠文が描かれた軟質施釉陶器の

灯明皿は、類似品が京都大学病院構内から窯道具と共に出土し、二代目乾山・猪八がかかわった

とされる聖護院窯の製品と考えられており
　９）

、その流通を考える上で興味深い。

また、調査区の北端で検出したS D 1 0は北肩に杭を不規則に密集して打ち込んだ東西溝で、その

状態からみると矢板が備わっていた可能性が高く、高瀬川の増水による洪水を防ぐための水害対

策としての機能が考えられ、北側に居住地の存在が窺われる。

第２面は鎌倉時代前期の後半から後期の遺構が中心である。近接地の調査例をみると、今回の

調査地と高倉通を挟んだ西側のマンション建設に伴う発掘調査で、平安時代から中世の遺構・遺

物を多数検出している
　1 0）

。今回の調査では鎌倉時代前期の木枠井戸の基底部２基と素掘りの円形井

戸２基を検出した。また土壙を多数検出しているが、氾濫による洪水の影響も大きく、窪みに砂

礫が落ち込んだもの、ブロック状の粘土が流され溜まったものもあり、遺構としての判断は難し

いといえる。ただ、出土遺物は流れの影響による磨滅は少なく、いずれも投棄されたような状態

で出土している。近接地の高倉小路から西には、職人町「八条院町」が展開している。八条院町

は現在の京都駅構内が中心地で、駅開発に伴う調査では鎌倉時代を中心に鏡・仏具・刀装具・銭

貨にかかわる職人町に関連する遺構群と墓域も検出されている
　1 1）

。今回検出した土壙・井戸などか

ら出土した遺物は、鎌倉時代後半の土器類が主体であったが、それに伴い金属製品とくに鉄釘、

銭貨なども出土している。また砂礫層からは華南三彩や大型の石硯かと思われる特殊な石製品な

ども出土していることも併せると、当地域も「八条院町」にかかわる何らかの施設が存在してい

た可能性が高いといえる。

第３面は平安時代後期の遺構を検出している。平安時代中期から後期は鴨川の洪水発生回数は

平安時代の中でも最も高く、水害が多かった時期にあたっており
　1 2）

、遺構の残存状況はそのことに

関連していると思われる。杭跡群が不規則に点在するが、北西から南東方向の氾濫による洪水を

意識しているようにもみられる。また西半部で検出した溝や土壙は氾濫による洪水からの流失を

免れて残存した遺構である。溝については北側の延長部は消失しており、当地における洪水の実

態を示している。
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この一帯は、平安時代以前に鴨川の氾濫による洪水層により氾濫原が形成され、その後も断続

的に洪水があったことが試掘・立会調査などで確認されている
　1 3）

。しかし氾濫原の範囲については

明確ではない。当地の南から東九条地域では、氾濫堆積に囲まれ中洲状の範囲に平安時代から室

町時代の遺構が確認されている。また八条通高倉西から九条河原町付近には弥生時代から古墳時

代の烏丸町遺跡が広がる
　1 4）

。さらに高倉小路より西には「八条院町」の遺構群が残存している。そ

れらの調査状況から当地は氾濫堆積の西限境界部にあたり、江戸時代の高瀬川がその境界部に開

削されたとも考えられる。検出した遺構群は高瀬川以北にあたることから推考すると、当地点よ

りさらに以北に遺跡の中心部が存在することが予想される。
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